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ル方程式を作った J. C. マックスウェルは光の研究をしていて、アンペールの法則（1820 年）とファラデー
の電磁誘導の法則（1831 年）の関連に気づき、マックスウェル方程式を立てることで逆に電波の存在を
予言したのです（1864 年）。実際に電波の存在が確認されたのはマックスウェル方程式の発表の約 20 年
後です（1888 年）。周波数の単位にもなっているH. ヘルツが実験によって電波の存在を確認し、始め






























































とユビキタス型の間のようなシステムの実証実験に 2015 年 7 月に成功しました（図 3（a））。このドロー
ン実験は 2016 年には福島で野外実験も計画しています。ZigBee という無線センサーを電池レス化し、
さらに電波の干渉を避けられる新しいシステムの実験も 2012 年頃から始め、2014 年には実証実験にも
成功しました（図 3（b））。マイクロ波よりも一桁高い周波数を用いて高効率に電波→電気回路変換を
するチップの開発にも企業との共同研究で成功しています（図 3（c））。2013 年から京都大学が推進す


























100 万 kWの太陽光発電所である SPS は、マックスウェル方程式によって数 kmサイズの大きさとなり、
重量 1万トン程度の超巨大な衛星となる点が問題とされています。私たちの研究室を含め世界中で研究
がされているにもかかわらず、SPS プロジェクトそのものに GOサインはまだ出ていません。しかし、
逆にこれだけ大きな衛星を作れる技術を人類が持てば、いずれ宇宙コロニーや月移住だってできるよう
になるかもしれません。このままでは人間がその活動を継続すれば、地球はその限界にすぐなってしま
います。環境問題はもとより、食料やエネルギーも取り合いになってしまうでしょう。そうなる前に、
私たちは宇宙環境を早く利用して、私たちが生きるのに必要な「生存圏」を大きくするべきと思ってい
ます。これを「地球閉鎖系」から「宇宙開放系」へのパラダイムシフトと呼び、宇宙開放系の持続可能
な生存圏の構築を考えており、そのため私たちの所属は「生存圏研究所」という名前になっています。
そして宇宙開放系の持続可能な生存圏の構築するために必須なのは科学技術であり、特にマイクロ波無
線電力伝送技術だと考えます。最近「科学技術は悪」的な雰囲気がありますが、私たち人間は科学技術
を駆使しなければ生存を維持できません。良くも悪くも私たち人間は科学技術を利用しなければならな
いと私たちは考えます。そして人間と地球と自然とを共存させる新しい宇宙開放系の持続可能な生存圏
の実現を目指し、私たちはマイクロ波無線電力伝送の研究を行なっているのです。
図 4　宇宙太陽発電所SPSとマイクロ波無線電力伝送
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